
福島第一原子力発電所２号機原子炉建屋オペレーティングフロア内
残置物移動・片付作業の状況（Warriorの移動）について
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＜フェンスに引っかかったWarriorを持ち上げる様子＞

■2018年8月23日から、２号機原子炉建屋オペレーティングフロア(以下、オペフロ)内の残置物
移動・片付作業を開始しております。

■作業は順調に進んでおり、9月10日に過去の調査で建屋内に残置した遠隔操作ロボット(Warrior)
の移動作業を実施し、続けてその周辺のフェンスの片付作業を実施しております。
■今後も、燃料取り出しに向けて、安全を第一に着実に作業を進めていきます。

＜移動後のWarriorの様子＞
今後の作業に干渉しないよう
現在はオペフロ内南西側に
仮置きしています。

撮影者︓東京電力ホールディングス株式会社

撮影日︓2018年9月10日

＜BROKK400DでWarriorを移動させる様子＞

＜オペフロ内の様子＞
Warriorが引っかかって
いたフェンスも片付け
ました。

撮影日︓2018年9月10日

撮影日︓2018年9月10日 撮影日︓2018年9月12日

遠隔操作重機
（BROKK100D）

残置した遠隔操作ロボット
（Warrior）

遠隔操作重機
（BROKK400D） 約4500ｍｍ


